
陸上自衛隊 第６師団広報紙 や ま な み 令和５年５月号

第
20
普
通
科
連
隊
（
連
隊
長

荒
木
１
佐
）
は
、
令
和
５
年
４

月
２
日
（
日
）
神
町
駐
屯
地
体

育
館
に
お
い
て
「
令
和
５
年
度

自
衛
官
候
補
生
入
隊
式
」
を
挙

行
し
ま
し
た
。

式
典
は
、
山
形
県
自
衛
隊
家

族
会
会
長
を
は
じ
め
３
名
の
御

来
賓
に
ご
臨
席
頂
い
た
ほ
か
、

駐
屯
地
各
部
隊
長
及
び
ご
家
族

の
参
列
を
賜
り
、
20
名
の
自
衛

官
候
補
生
の
入
隊
を
祝
し
ま
し

た
。式

典
で
は
、
候
補
生
一
人
ひ

と
り
が
区
隊
長
か
ら
名
前
を
呼

び
上
げ
ら
れ
、
全
員
が
立
ち
上

が
っ
た
後
に
「
任
命
」
が
行
わ

れ
ま
し
た
。
そ
の
後
、
第
１
区

隊
１
班

水
谷

峻
（
み
ず
た
に

し
ゅ
ん
）
候
補
生
（
愛
知
県
出

身
）
が
代
表
と
な
り
「
申
告
」

及
び
「
宣
誓
」
を
行
い
ま
し
た
。

宣
誓
で
は
「
自
衛
官
候
補
生

た
る
名
誉
と
責
任
を
自
覚
し
、

必
要
な
知
識
及
び
技
能
の
修
得

に
励
む
こ
と
を
誓
い
ま
す
」
と

教
育
に
あ
た
っ
て
の
決
意
を
表

明
し
ま
し
た
。

執
行
者
は
式
辞
に
お
い
て
、

「
初
志
貫
徹
」
「
基
本
・
基
礎

の
修
得｣｢

同
期
の
絆
を
大
切
に

せ
よ｣

の
３
点
を
要
望
し｢

こ
れ

か
ら
の
陸
上
自
衛
隊
の
一
翼
を

担
う
立
派
な
自
衛
官
に
な
っ
て

も
ら
い
た
い
」
と
候
補
生
た
ち

へ
の
期
待
を
述
べ
ま
し
た
。

第
44
普
通
科
連
隊
（
連
隊
長

湯
舟
１
佐
）
は
、
令
和
５
年
４

月
８
日
（
土
）
福
島
駐
屯
地
体

育
館
に
お
い
て
「
令
和
５
年
度

自
衛
官
候
補
生
入
隊
式
」
を
挙

行
し
ま
し
た
。

真
新
し
い
制
服
に
身
を
包
ん

だ
30
名
の
自
衛
官
候
補
生
は
、

多
く
の
ご
来
賓
や
ご
家
族
が
見

守
る
中
、
古
市
候
補
生
が
自
衛

官
候
補
生
30
名
を
指
揮
し
て
申

告
を
行
う
と
と
も
に
、
自
衛
官

候
補
生
を
代
表
し
て
中
島
候
補

生
が
力
強
く
宣
誓
を
し
ま
し
た
。

湯
舟
連
隊
長
は
「
本
教
育
で
、

国
家
、
国
民
を
守
る
一
員
に
な

る
こ
と
を
学
ぶ
と
と
も
に
教
育

終
了
後
は
、
精
神
的
・
体
力
的

に
も
鍛
錬
さ
れ
心
身
共
に
充
実

し
大
切
な
同
期
と
の
絆
を
深
め
、

自
衛
官
と
し
て
の
第
一
歩
を
踏

み
出
す
こ
と
を
期
待
す
る
」
と

式
辞
し
、
古
市
候
補
生
が
こ
れ

か
ら
始
ま
る
教
育
に
臨
む
強
い

決
意
を
込
め
て
代
表
し
て
答
辞

を
述
べ
ま
し
た
。

自
衛
官
候
補
生
は
、
自
衛
官

を
目
指
し
社
会
人
と
し
て
人
生

の
大
き
な
一
歩
を
踏
み
出
し
ま

し
た
。
参
列
し
た
ご
家
族
は
、

社
会
人
と
し
て
、
ま
た
自
衛
官

と
し
て
の
一
歩
を
踏
み
出
し
た

ご
子
息
の
姿
に
感
動
し
、
共
に

自
衛
隊
入
隊
を
喜
ん
で
い
ま
し

た
。

第
６
師
団
及
び
神
町
駐
屯
地
は
４
月
16
日
「
第
６
師
団
創
隊

61
周
年
・
神
町
駐
屯
地
創
立
67
周
年
記
念
行
事
」
を
挙
行
し
ま

し
た
。

い
か
な
る
任
務
も

完
遂
し
う
る
強
靭
な

第
６
師
団
の
創
造

師
団
長
統
率
方
針

第
44
普
通
科
連
隊
（
連
隊
長

湯
舟
１
佐
）
は
、
令
和
５
年
３

月
９
日
福
島
駐
屯
地
体
育
館
に

お
い
て
、
「
令
和
４
年
度
連
隊

銃
剣
道
競
技
会
」
を
実
施
し
ま

し
た
。

競
技
会
は
、
福
島
県
銃
剣
道

連
盟
を
は
じ
め
、
連
隊
Ｏ
Ｂ
会

獅
子
の
会
、
各
中
隊
Ｏ
Ｂ
会
等

の
方
々
を
ご
来
賓
と
し
て
お
招

き
し
実
施
さ
れ
ま
し
た
。

当
日
競
技
会
は
、
６
個
中
隊

対
抗
の
総
当
り
戦
で
行
わ
れ
、

そ
れ
ぞ
れ
の
選
手
が
日
頃
の
練

成
の
成
果
を
十
二
分
に
発
揮
し
、

戦
闘
員
と
し
て
必
要
な
近
接
戦

闘
能
力
の
向
上
・
部
隊
の
団
結

の
強
化
・
士
気
の
高
揚
を
図
り

ま
し
た
。

結
果
は
、
５
戦
全
勝
し
た
本

部
管
理
中
隊
が
45
年
ぶ
り
に
優

勝
し
、
中
隊
長
の
胴
上
げ
を
行

い
、
中
隊
長
は
３
回
空
中
に
舞

い
上
が
り
ま
し
た
。

第
６
師
団
（
師
団
長

楠
見

陸
将
）
及
び
神
町
駐
屯
地
（
駐

屯
地
司
令

山
本
陸
将
補
）
は

４
月
16
日
、
桜
の
開
花
を
迎
え

た
神
町
駐
屯
地
に
お
い
て
「
第

６
師
団
創
隊
61
周
年
・
神
町
駐

屯
地
創
立
67
周
年
記
念
行
事
」

を
４
年
ぶ
り
に
駐
屯
地
を
一
般

開
放
し
て
挙
行
し
ま
し
た
。

駐
屯
地
中
央
営
庭
で
実
施
さ

れ
た
観
閲
式
で
の
式
辞
に
お
い

て
楠
見
師
団
長
は
、
来
場
者
の

方
々
に
感
謝
の
言
葉
を
述
べ
る

と
と
も
に
「
第
６
師
団
は
災
害

派
遣
、
国
際
貢
献
活
動
、
武
力

攻
撃
事
態
等
に
も
的
確
に
対
処

す
る
た
め
、
事
に
臨
ん
で
は
危

険
を
顧
み
ず
身
を
も
っ
て
責
務

の
完
遂
に
努
め
る
と
の
宣
誓
を

胸
に
刻
み
、
南
東
北
３
県
の
郷

土
の
安
全
と
安
心
を
守
る
た
め
、

統
率
方
針
を
『
い
か
な
る
任
務

も
完
遂
し
う
る
強
靭
な
第
６
師

団
の
創
造
』
と
し
、
日
々
の
地

道
な
訓
練
を
重
ね
て
い
く
所
存

で
す
」
と
述
べ
ま
し
た
。

観
閲
行
進
で
は
、
観
閲
部
隊

指
揮
官

山
本
陸
将
補
以
下
６

５
１
名
、
16
式
機
動
戦
闘
車
な

ど
車
両
１
２
２
両
、
航
空
機
２

機
が
威
風
堂
々
と
行
進
し
、
第

６
師
団
の
威
容
を
示
し
ま
し
た
。

引
き
続
き
増
強
普
通
科
中
隊

の
機
動
展
開
か
ら
敵
陣
地
攻
撃

に
よ
る
戦
闘
訓
練
展
示
が
行
わ

れ
、
会
場
と
な
っ
た
中
央
営
庭

で
は
機
動
戦
闘
車
や
火
砲
の
轟

音
が
響
き
、
煙
幕
の
中
、
隊
員

が
空
地
の
掩
護
下
で
敵
陣
地
に

突
撃
し
て
い
く
迫
力
あ
る
展
示

に
、
観
客
席
か
ら
た
く
さ
ん
の

大
歓
声
と
盛
大
な
拍
手
が
寄
せ

ら
れ
ま
し
た
。

ま
た
、
県
内
外
か
ら
訪
れ
た

約
８
，
６
０
０
人
の
来
場
者
は

他
に
も
、
第
６
音
楽
隊
に
よ
る

音
楽
演
奏
や
装
備
品
展
示
、
軽

装
甲
機
動
車
及
び
装
輪
装
甲
車

等
の
体
験
搭
乗
な
ど
を
行
い
、

第
６
師
団
に
対
す
る
理
解
と
信

頼
、
親
近
感
を
深
め
て
も
ら
う

こ
と
が
出
来
ま
し
た
。

第
６
師
団
及
び
神
町
駐
屯
地

は
こ
れ
か
ら
も
何
時
、
い
か
な

る
事
態
に
対
し
て
も
即
応
し
て

任
務
を
完
遂
す
る
べ
く
、
進
化

を
続
け
て
い
き
ま
す
。

一
生
懸
命
に
取
り
組
み
、
仲

間
と
共
に
成
長
し
た
い
で
す
。

ま
た
、
一
人
前
の
自
衛
官
に

な
り
災
害
派
遣
な
ど
で
活
躍
で

き
る
よ
う
に
頑
張
り
ま
す
。

こ
の
教
育
に
全
力
で
取
り
組

み
、
同
期
と
協
力
し
て
厳
し
い

訓
練
も
乗
り
越
え
で
い
き
た
い

で
す
。
自
衛
官
候
補
生
と
し
て
、

社
会
人
と
し
て
成
長
で
き
る
場

と
な
る
よ
う
に
強
い
気
持
ち
を

も
っ
て
精
進
し
て
い
き
ま
す
。

伊藤 慶飛
（尾花沢市出身）

いとう よしと

池田 楓雅
（酒田市出身）

いけだふうが

第２０普通科連隊

20
名
の
候
補
生
た
ち
は
、
教

育
隊
長
（
副
連
隊
長

向
田
２

佐
）
の
も
と
、
約
14
週
間
に
わ

た
り
自
衛
官
と
し
て
共
通
の
基

盤
と
な
る
資
質
・
識
能
を
修
得

す
る
た
め
、
教
育
に
励
ん
で
い

き
ま
す
。

第４４普通科連隊

令和５年度 自衛官候補生入隊式

候
補
生
の

コ
メ
ン
ト

令和４年度 銃剣道競技会
第44普通科連隊

第６師団Twitter
フォローお願いします。




